
 

28

年
５
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

の
中
で
、
原
木
供
給
力
の
増
大

に
向
け
た
施
策
と
し
て
、
全
木

集
材
の
普
及
、
主
伐
再
造
林
対

策
の
強
化
、
素
材
生
産
と
造
林

等
を
兼
務
で
き
る
人
材
の
育
成

及
び
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
・
定
着
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 
当
署
で
は
、
こ
れ
ら
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、「
全
木
集
材
現

地
検
討
会
の
実
施
」
、
「
コ
ン
テ

ナ
苗
植
栽
研
修
会
の
実
施
」
、

「
新
規
就
業
者
確
保
に
向
け
た

取
組
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

    

全
木
集
材
と
は
、
木
の
枝
葉

を
つ
け
た
ま
ま
集
材
す
る
方
法

で
す
。 

当
署
で
は
、
森
林
作
業
道
を

使
い
、
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム

で
、
木
寄
せ
を
全
木
で
行
う
集

材
方
法
の
現
地
検
討
会
を
林
業

事
業
体
及
び
研
究
機
関
等
を
対

象
に
し
て

28
年
８
月
に
実
施

し
ま
し
た
。 

こ
の
集
材
方
法
は
、
林
地
に

枝
条
等
が
残
ら
な
い
た
め
、
地

拵
え
の
省
略
や
バ
イ
オ
マ
ス
資

材
（
枝
条
、
端
材
等
）
と
し
て

の
利
用
に
有
利
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
伐
採
と
コ
ン
テ
ナ
苗

を
用
い
た
植
付
を
一
括
し
て 

発
注
す
る
「
伐
採
・
造
林
一
貫

作
業
シ
ス
テ
ム
」
を
併
せ
て
実

施
し
、
地
拵
え
の
省
略
や
苗
木

運
搬
作
業
の
簡
素
化
な
ど
に
よ

る
造
林
コ
ス
ト
削
減
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
示
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

現
地
検
討
会
の
成
果
と
し

て
、
「
こ
の
よ
う
な
検
討
会
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
敬
意
を
表
し
た

い
」
「
全
木
集
材
と
い
う
言
葉

が
わ
か
り
づ
ら
い
」
「
作
業
シ

ス
テ
ム
は
現
地
に
合
わ
せ
て
採

用
す
る
べ
き
」
等
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
、
今
後
、
作
業
シ
ス

テ
ム
を
検
討
す
べ
き
点
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
木

集
材
の
功
程
調
査
を
実
施
し
、

29
年
２
月
３
日
に
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
た
「
北
の
国
・
森
林

づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」
に

お
い
て
、
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。 

     

伐
採
や
造
林
な
ど
複
数
の
作

業
に
精
通
し
た
現
場
作
業
者
の

育
成
及
び
効
率
的
な
作
業
シ
ス

テ
ム
の
普
及
・
定
着
を
目
的
と

し
て
、
昨
年
１０
月
に
旭
川
地
方

森
林
整
備
事
業
協
同
組
合
と
協

同
で
、
素
材
生
産
の
林
業
事
業

体
等
を
対
象
に
コ
ン
テ
ナ
苗
植

栽
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

 

研
修
会
で
は
、
実
際
に
改
良

さ
れ
た
植
栽
器
具
を
活
用
し
た

植
栽
体
験
を
実
施
し
、
参
加
者

が
責
任
を
持
っ
て
植
栽
す
る
よ

う
名
札
を
つ
け
て
、
次
年
度
現

地
確
認
の
際
に
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。 

 
 

  

 

研
修
会
で
は
、
「
根
鉢
の
大
き

さ
と
合
え
ば
デ
ィ
プ
ル
が
一
番

工
程
が
上
が
る
」
「
ス
ペ
ー
ド

は
力
が
必
要
で
、
苗
間
を
測
る

た
め
に
は
長
さ
が
必
要
で
あ

り
、
ね
じ
る
た
め
に
は
短
い
補

助
棒
が
必
要
」
「
ク
ワ
の
方
が

効
率
が
よ
さ
そ
う
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
今
後
の
植

栽
器
具
改
良
に
資
す
る
た
め
、

森
林
総
合
研
究
所
に
送
付
し
て

お
り
ま
す
。 

 

全
木
集
材
現
地
検
討
会 

コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
研
修
会 

グラップルウインチによる 

全木木寄せの様子（愛別町） 

クリーンラーチのコンテナ苗 

（上川町） 

スペード（左）ディプル（右）
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お
し
ら
せ 

    

林
業
事
業
体
の
育
成
に
資
す

る
た
め
新
規
就
業
者
の
確
保
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
地
元
農

業
高
校
か
ら
林
業
事
業
体
等
へ

の
新
規
採
用
者
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
有
林
関
係
事

業
体
等
に
対
し
、
旭
川
農
業
高

等
学
校
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
実
施
へ
の
協
力
を
依
頼
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
上
川
総
合
振
興
局
が

主
催
し
昨
年
度
設
置
し
た
、「
旭

川
周
辺
地
域
担
い
手
確
保
推
進

協
議
会
」
に
お
い
て
実
施
し
た

「
山
の
仕
事
説
明
会
」
へ
の
参

加
に
つ
い
て
も
林
業
事
業
体
等

に
協
力
依
頼
し
ま
し
た
。 

 

当
署
の
取
組
と
し
て
は
、
旭

川
林
業
土
木
協
会
が
旭
川
農
業

高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
実

施
し
た
「
現
場
見
学
会
」
に
協

力
し
、
治
山
事
業
地
で
の
説
明
、

講
師
と
し
て
国
有
林
の
紹
介
、

治
山
事
業
の
意
義
・
重
要
性
な

ど
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
旭
川
農
業
高
等
学
校

森
林
科
学
科
２
年
生
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
３
日
間
実
施
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
結
果
、
「
山
の
仕

事
説
明
会
」
に
多
く
の
林
業
事

業
体
や
森
林
土
木
工
事
事
業
者

に
参
加
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
就
職
先
と
し
て
の
選
択

の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

 

 

近
年
、
国
有
林
の
職
場
を
希

望
す
る
旭
川
農
業
高
校
の
森
林

科
学
科
生
徒
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

「
現
場
見
学
会
」
を
通
じ
て
国

有
林
の
仕
事
を
Ｐ
Ｒ
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
も
公
務
員
試
験
受

験
を
希
望
す
る
生
徒
が
い
る
こ

と
を
、
担
当
の
先
生
か
ら
伺
い

ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
他
の
学
校
へ
の
取

組
も
検
討
し
て
お
り
、
引
き
続

き
幅
広
く
林
業
へ
の
就
業
者
確

保
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

     
 

【
東
大
雪
支
署
】 

平
成
29
年
４
月
21
日
、
上

士
幌
町
立
糠
平
小
学
校
に

て
、
糠
平
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

結
団
式
お
よ
び
小
鳥
の
村
開

村
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
一
年
間
の
目
標

を
６
名
の
団
員
が
一
人
一
人

発
表
し
ま
し
た
。
団
長
を
務

め
る
６
年
生
の
田
中
く
ん

は
、｢

探
鳥
会
で
は
オ
オ
ル
リ

を
見
た
い
。
森
林
教
室
で
は

木
の
実
や
樹
木
の
特
徴
を
覚

え
た
い
。｣

と
力
強
く
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

糠
平
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

は
、
糠
平
地
域
の
自
然
保
護

と
団
員
の
健
康
な
身
体
と
健

全
な
精
神
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
昭
和
４７
年
に
結
成

さ
れ
、
主
に
探
鳥
会
や
美
化

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
前

田
一
歩
園
財
団
（
釧
路
市
）

の｢

一
歩
園
ジ
ュ
ニ
ア
自
然

環
境
奨
励
賞｣

を
受
賞
し
ま

し
た
。 

上
士
幌
町
教
育
委
員
会
と

東
大
雪
支
署
が
協
定
締
結
し

て
い
る
遊
々
の
森
「
小
鳥
の

村｣

を
主
な
活
動
拠
点
と
し

て
い
ま
す
。 

今
年
も
森
林
の
中
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
な
団
員
の
み
な

さ
ん
に
会
え
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。 

    

新
規
就
業
者
確
保
に
向
け

治山現場でインターンシップ 

（上川町） 

糠
平
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ 

結
団
式
と
小
鳥
の
村
開
村
式 

森林教室でトドマツの

直径を測定 

団員・顧問・指導員全員で 
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北
海
道
森
林
管
理
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
皆

様
が
、
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下

さ
い
。 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 
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